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　2007年11月23日・24日・25日

に横浜の開港記念会館、関内ホー

ル、情報ホールを使って、日本

LD 学会第 16 回大会と第 15 回教

育研修会を開催しました。「ディス

レクシアを主体に－特異的LDへ

の気づきと支援」を大会のテーマ

としました。特別講演は、ボスト

ンのタフツ大学読字言語センター

長マリアン・ウルフ教授による読

みの脳科学の進歩についての講演

とディスレクシア専門の私立校ラ

ンドマークスクール校長カーン氏

による教育システムや支援の実際

についての講演でした。

　教育講演は、ディスレクシア２、

書字障害、算数障害、言語の脳科学、

新しい LDの判定、デイジーソフ

トの利用各１でした。ディスレク

シア本人によるトークセッション

も好評でした。そのうちのお一人

がジャズドラム奏者の長田氏で、

懇親会の演奏も引き受けて頂き、

素晴らしいリズムでした。夜空に

轟くドラムが、ディスレクシア支

援の幕明けのように感じられまし

た。大会シンポジウムも日本のディ

スレクシアについてでした。ウル

フ教授やカーン校長にもアドバイ

スを頂きました。他には神奈川県

内の教育機関、療育機関、民間機

関などのエクスカーション（見学と

小講演）を企画しました。

　2日間で2,110名の参加があり、

3 日目の教育研修会には 713 名が

参加しました。予想も出来ない人

数の参加で、会場は大混乱でした。

事前参加登録については業者の選

択を誤り、かなりの方々にご迷惑

をかけ、プログラムや論文集の間

違いもあり、大きな大会運営の難

しさも知りました。エッジ代表の

藤堂さんはシンポジストや特別講

演の通訳に大活躍し、マッケンジー・

ソープさんの絵が大会プログラム
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や論文集、講演集 DVD の表紙を

飾りました。エッジのご支援有難

うございました。

藤堂さんコメント

　LD学会超満員の会場を見て隔世の
感を抱いたのは私だけではなかった。
「ディスレクシア」を知ってほしい！
そんな思いで活動をはじめ、NPOを

立ち上げ今日まで歩んできたことが
無駄ではなかったと実感できた。
　やっとLD学会も「ディスレクシア」
を柱にしてという流れが出来てきた
ので今度はこの流れが止まらないよ
う、良い方向へ進むようこれからも
力を抜くことなく継続していかなく
てはと思いを新たにした。
　願わくは自主シンポやポスター発

表などもディスレクシアへの取り組
みを前面に出したものが主流になる
ことを願っている。
　どうしても教育や福祉、就労の現
場では社会性や行動の問題への対応
が優先されがちであるが小さいとき
から読み書きがなかなかはかどらな
いことによる幾多の問題へも真摯に
取り組んでほしいと願っている。

　ディスレクシア協会名古屋は1996

年に発足したもので、以来 12 年が

すぎました。まだディスレクシア

という言葉も日本ではまったく理

解されなかった時代、パトリース

金田という小学校の特殊教育に携

わっていたアメリカ人の女性が、

日本の 5つの都市で開催したディ

スレクシアに関するワークショッ

プに出席した者達に、「あなたたち

が名古屋の会を作ってください」

という彼女の呼びかけに呼応した

ものです。「協会」という名称は、

アダム・バンクスという英国人が、

本部を広島に置き、ディスレクシ

アの診断や、電話相談、学習指導、

機関紙発行などを、全国規模で行

おうという大きな構想の下に発足

させたものだったからです。返す

返すも残念なことにバンクスは次

の年、喘息の発作のために急死し

てしまいました。その後、広島の

本部は優れた会報を 6号まで発行

しましたが、自然消滅のかたちと

なり、名古屋だけが残りました。

　名古屋の会は、フィリパ・ゴー

ターというニュージーランド人の

女性と、私、彩子・ハーイが中心

になり、ディスレクシアとADHD

を持つ子供たちの親と、塾の経営

者たちからなる 10 人ほどの会で、

外国からの情報を勉強する例会と、

外国からの講師や、日本人のオプ

トメトリストによる講演会を主催

するなどの活動を続けていました。

次第に日本国内の状況も動き始め

る中、LD の支援をする飛翔の会

が学校を発足させたと記憶してお

ります。

　名古屋の会には、それほどのエ

ネルギーを集中できる人間がいま

せんでした。フィリパさんは、お子

さんの中学校入学に際して、ニュー

ジーランドへもどり、発足当時の

会員は、西崎教江さんと私だけに

なりました。西崎さんは、会計や

記録、連絡など、会の運営全てを

引き受けて支えて下さいました。

2001 年頃、杉村さんと、吉田さ

んの参加があり、彼女たちはディ

スレクシアの会を所属基盤

として、自分たちの行動範

囲を積極的に拡大してゆき

ました。杉村さんは電話相

談の名手で、かつ東京の発

達心理の宮尾益知先生との

ルートを確立し、何人もの

方達がお世話になりました。

吉田さんはウィスコンシン

の池田実先生をお招きして

サマースクールを開催。今春から

は大学院で教育学を専攻します。

会員の皆様はそれぞれお子さんと

真剣に向き合い、難しい時期を乗

り越えようとしています。私は定

年になるのを機に、この春、主人

と二人、マレーシアに移住します。

会の実際の活動はすでに、スムー

ズに次の方たちに引き継がれてい

ます。現在は旧本陣小学校に本部

を置き、情報交換をはじめ、算数

の指導や、中高生が中心の作文教

室がにぎやかに行われています。

　今後の日本の将来を担う大事な

機能としてのエッジの発展を、切

にお祈り申し上げます。ディスレ

クシア協会名古屋も小さいですけ

れども、熱い心で、同じ目的のた

めに協力できれば幸いと存じてお

ります。

ディスレクシア協会名古屋のこと
代表　彩子　E. High
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　2007年はエッジにとっても

ディスレクシア全般にとっても

基礎固めと核となる事業の始動

の年でした。

ディスレクシアを取り巻く環境
　発達障害者支援法が始動して

福祉、教育や就労の分野で都心

では発達障害全般に対する理解

が進み、色々な政策の予算措置

がとられ4月から始められるこ

ととなりました。

　その中には特別支援教育が日

本全国の小中学校で行われるこ

とや、教育支援員制度、就労の

際のサポートなどが柱となって

います。ただ、上記の法律の定

義では「発達障害者」はこれま

で法律で対応されてきていない

自閉症、ADHDやLDなどの生

まれつき持っている障害と言う

くくりであり、医学上の定義と

は違っているため用語の混乱が

あります。また、各現場では行

動上や社会性の問題への対応が

優先され、ディスレクシアを含

むLD（学習障害）への対応はま

たしても遅れています。

　読み書きやリテラシーの困難

さを持つ人達への対応が必要

であることもその反面クローズ

アップされてきています。LD学

会でもメインテーマは 2年続け

てディスレクシアでした。また、

読みが困難な人達には福音であ

るDAISYプログラムを使った

対応に関しても2007年から 2年

続けてディスレクシアキャンペー

ンが繰り広げられています。

NPO法人エッジの2007年
　充実した年でした。啓発は

キャンペーンを通しての活動と

各種講座などへの講師派遣の

依頼が多くありました。ネット

ワークを通しての啓発も意味が

ありました。港区との協働では

教育委員会とも連携がスムーズ

に取れるようになり、支援も入

り方もだいぶ整ってきました。

また、助成金を得てこれまでの

育成講座の内容をテキスト化す

ることや講座修了者のフォロー

アップなどに力を注ぎ、港区モ

デルの効果測定法の提案も手が

ける事が出来ました。

　当事者の会であるDX会から派

生してインターネットラジオに

よる発信も開始しました。本年

度始めた「ディスレクシア塾」で

も多くの成果が上がっています。

　このようにエッジの三本の柱

である「啓発」「サポート」「ネッ

トワーク」が全てのディスレク

シアの人のためにと言う大きな

目的へ向ってかみ合って動き始

めた年でした。

平成19年度事業報告　特定非営利活動法人エッジ

　NPO法人エッジは活動 9年

目を迎えます。試練もいろいろ

とありますが着実に本来の目的

であるディスレクシアの啓発と

サポートへ向かって歩を進めて

います。昨年度全国的に開始さ

れた特別支援教育とそれを支え

る発達障害者支援法は私たち

の活動にとって力強い追い風

です。港区と協働で行っている

特別支援教育の事業：個別支援

室に関連する事業もその一つで

す。しかし、発達障害と言う名

のもとにひとくくりにされ、ディ

スレクシアが埋もれてしまって

いる状況もみられています。

　平成20（2008）年度は上記の

ような状況を踏まえて、ディス

レクシアの存在を広く一般に啓

発するともにサポート現場で得

た経験と知識を伝えることに力

を入れる所存です。

平成20年度事業計画　特定非営利活動法人エッジ

収入の部
会費入会金収入 541,000
事 業 収 入 4,284,780
そ の 他 収 入 60,971,616

当 期 収 入 合 計 65,797,396

支出の部
事 業 費 57,437,764
管 理 費 9,627,667

当 期 支 出 合 計  67,065,431
当 期 収 支 差 額 －1,268,035
前期繰越収支差額 2,398,778
次期繰越収支差額 1,130,743

平成19年度決算報告
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　私のクラスでは、「フォニックス」を使った
英語のクラスを実施しています。フォニックス
とは直訳すれば、「音声学」で、簡単に言えば
英語の発音と文字の関係のルールです。皆様が、
子供のころ日本語の文字（ひらがな・カタカナ）
とその音を頭の中にある「言葉」と結び付けて
いったのと同様に、英語の言葉を音と文字を組
み合わせることで学ぶことができます。つまり、
フォニックスを通して、ネイティブの子供たち
のように、「英単語を読む・書く」ということ
が身に付きます。
　実際のクラスでは、最初にアルファベットを
学び、次にイラストが描いてあるカードを使っ
て、イラストの英語の単語を学びます。その際
に最初は、主な子音とその文字と正しい発音、
次に母音とその文字と正しい発音を学習します。
　つまり、基本的に以下のような手順で、勉強
していきます。
　（なお、ｃとｔは日本語の最後の母音部分は
取った音にしてください）
　　　ｃ：発音は「ク」
　　　ｔ：発音は「トゥッ」
　　　ｕ：発音は「ア」
　　　ａ： 発音は「ェア」（に近い音、エとア

の中間の音です）
上記を知った上で単語を読むと
　cut は、「クアットゥッ」と発音できますし、
cat は「キャットゥッ」と発音できます。これ
を続けていれば、octopus というような長め単
語も「オクゥットゥッパス」と正しく読めるよ
うになります。
　最近では、st、sn、cl などの 2音以上混合し
たものや sh、th、chなどの二つの文字を組み合
わせた子音や、ee、ooなど二つの母音を組み合
わせた音を学びました。今後は、たとえば上記

の cut に eを付けて cute にした場合の音の変化
についてなど学習していきます。つまり、単語
の最後に eを付けることで（マジック eと名づ
けています）変わってくる発音の仕組みです。
　このクラスでは、カードなどを使って遊びを
取り入れています。新年に入ってから今までの
復習を兼ねて、神経衰弱に似たゲームを実施し
ました。絵カードを正しく読んでから絵カード
をめくるというルールにしました。100ワード以
上あり、単語数の多さに学習してきたことを改
めて、感じてとてもうれしかったです。飽きな
いで楽しくこのような音と文字のルールを今後
も子供たちに学んでもらおうと考えています。

使用テキスト
　「英語となかよし」　
　　　　フォニックス英語研究会　開拓社刊
　その他　カードブック指導書有り

岩崎　ゆり子

E
N
G
LI
S
H

フォニックスで楽しく発音を身につけて、英語を学ぼう
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英語
　当塾は昨年 4月に開講し、現在小学生 9名、中

学生 6名が受講しています。児童生徒ひとりひと

りの特性を活かし、ラーニングスタイルに合った

学習のスキルを身につけられるよう、プログラム

を組み、個別の対応をしています。

　算数・数学は数の概念を理解しやすいツールと

して知られているソロバンを用いて授業を進めて

います。ソロバンを通してクラスの皆がコミュニ

ケーションをとることで、楽しみながら学習でき

るよう工夫しています。

　国語は少人数のグループに分かれ授業を行なっ

ています。小学校低学年はマインドマップを使用

し作文力養成と、漢字カルタを使用しての漢字力

養成。高学年は今後どの学年になっても長く活か

せるように、ことわざや四字熟語のカルタと、タッ

チタイピングの練習を行なっています。中学生は

ひとりひとりのニーズに合わせて漢字、マインド

マップ、タッチタイピングなどを使用して少人数の

グループで学習しています。

　英語はフォニックスという学習法を使用して授

業を行なっています。フォニックスとは、英語の

音を各アルファベット及び、アルファベットの組

み合わせで細かく学び、この音を学ぶことによっ

て、単語が正確に発音でき、読めるようになると

いったものです。

　子どもたちは、毎回この塾を楽しみに通ってお

り、出席率はほぼ 100% ! 学校とは違ったスタイ

ルで授業を行なうことによって、子どもたちのや

る気をうまく引き出し、前向きに取り組めていま

す。また、子どもたちにとって、心地よい居場所

ともなっているようです。

ディスレクシア塾これまでの活動報告
ディスレクシア塾　事務スタッフ　北 河・木 村

柴 田 章 弘

　平成 19 年 12 月 22 日（土）、

第 15 回 DX会は 14 人（男 7名、

女 7名、当事者 11 名、支援者 3

名）の出席で、個別支援室の隣、

地域活動室で行われました。今

回から、題を決め、参加者に自

分の意見を話してもらう形式に

しました。「周囲に自分の困難を

告知するべきか、隠すべきか」

という題でした。予想通り、「知

らせるべき」派と「隠すべき」派

の二つに分かれました。周囲の

状況に応じて、「知らせて良い

場合」と「隠す場合」が出てきま

す。ディスレクシア当事者の皆さ

んはそのジレンマに苦労してき

たことです。

　イギリスではディスレクシアは

一般的で、自ら名乗り出ても、

なんら問題はありません。ロン

ドンから帰国していた男性会員

は堂々と「知らせるべき」派でし

た。日本でも発達障害の傾向のあ

る人々が多い職場なら、理解は

得られやすいようです。しかし、

全般的にはやはりカミングアウト

は「時、人、場所」を選んで、よほ

ど良いタイミングでしないと不

当に扱われ、職場で差別といじ

めの対象になりかねません。当

事者が声を上げ、周囲を啓発す

ることが大切なようです。それこ

そ、DX会の使命ではないでしょ

うか。なお、当日の状況はブロ

グのカテゴリー『インターネット

ラジオ』でお聴きになれます。

第15回DX会報告

インターネットラジオのアドレス　http://edge-radio.fmmbc.com/
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「大学における学習障害への ICTを
含む支援に向けて」の講演会について 広瀬洋子（NIME研究開発部教授）

　 メ デ ィ ア 教 育 開 発 セ ン タ ー

（NIME）では過去 6 年間 15 回に

わたり、高等教育における障害者

支援に関して、幕張スタジオと各

地の大学を衛星で繋ぎ、セミナー

を実施してまいりました。

　平成 19 年10 月11 日（木）には、

「LD とディスレクシア　最前線の

NPO 活動から見た日本の現状と

課題−大学における学習障害への

ICT を含む支援に向けて」と題し

て、NPO EDGE の藤堂栄子会長

と事務局の柴田章弘氏を幕張スタ

ジオにお招きしました。お二人と

も当事者で、藤堂さんは帰国子女

で、ディスレクシアの息子さんを

育てた母親でもあります。柴田さ

んは日本で苦労の末、大学を卒業

し、塾の講師を経て現在は支援活

動の中核を担っておいでです。

　講演では、ディスレクシアの現

状と課題、エッジの活動の成り

立ちと、当事者の会の活動などに

ついてお話いただきました。 さら

にディスレクシアへの支援につい

て、小・中・高の教育、大学での

対応について、海外の事例ととも

に説明がありました。 ディスレク

シアに関して存在は知っている

が、実際のところよくわからない

と感じていた全国の大学の多くの

教職員が当事者であるお二人のお

話を聞き、突っ込んだ質疑応答が

できたことは、ディスレクシアに

対する理解を深める得がたい契機

になったと思います。専門家と当

事者の双方の視点から、学生が感

じる困難、求められる対応や支援

方法、具体的な心理状況などを、

ご自身の経験を踏まえて語ってい

ただき、心に染み入る素晴らしい

講義でした。

　現在、この講演はビデオ録画さ

れ字幕付のコンテンツとなって以

下のサイトからオンデマンド方式

で視聴することができます。是非

ごらん頂き、ご関心のある方々に

お知らせ頂けると幸いです。

http://ship.nime.ac.jp/̃disable/

ジョブサポーター実習報告 実習生　柴田章弘

　今回のジョブサポート実習はた

いへん有意義な体験をさせていた

だきました。知的障害の人といい

ながら、実際私が共に作業をした

若い女性はある部分、私自身より

優れた面がありました。

　例えば、携帯電話を上手に使え

ますし、一度憶えた場所は間違え

ないなど、ジョブサポーターが逆

にサポートされていたようなもの

でした。実際、仕事に入ってみる

と、単純な仕事を黙々とこなし

ている姿に感銘を受けました。私

の役割は「地下鉄の駅への送り迎

え」、「清掃する場所の指示」、「お

手洗いの確認」「昼食」「日誌書き

の手伝い」などを、朝 9 時から夕

方 16 時の終了まで一緒に実習を

することでした。

　付き添うだけではなく、実習生

が少しでも作業をしやすいように

「声かけ」をしたり、使い捨て雑

巾を取り替えたりするのに神経を

使いました。無事に 5 日間実習

が終わったとき、実習生、ジョブ

コーチ、明治学院大学の図書館の

方々に心から感謝の気持ちがわい

てきました。

実習期間　2007/11/26～11/30
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最近の活動紹介
10月27日 明星大学講演【学生200名】
11月16日～27日 ホテルオークラにてソープ絵画展
11月17日  館野さんフォローアップセミナー

（11/18に田口研でも講演）
11月23日～25日 横浜・LD学会
12月 2日 JDDネット（名古屋）
12月 9日  大田区講演（24名参加、保護者、
 スクールカウンセラー、教育委員会）
1 月12日 リハ協、DAISYシンポジウム
1 月13日 AM UD研究所にてLD疑似体験

1 月16日～ 2月29日  LSA養成講座第 6期
1 月17日 　 NPOサポートセンターにて

NPOに関し講演
2 月 7日 　川崎市高津区　PTA向け講演
2 月24日 　EDGE総会

今後の予定
3 月 8日 　港区国際交流協会で講演
3 月23日 　リヴォルブ研究所にて講演
3 月27日～29日  BDA（ロンドン）会議　
4 月 2日 　LSAフォローアップ講座
4 月 6日 　JDDネット理事会

広瀬洋子（NIME研究開発部教授）
「DAISYを中心としたディスレクシアへ
の教育的支援」に参加して

　2008年1月12日 の シ ン ポ ジ ウ

ムに参加して、支援のあり方を考

察しました。DAISY図書は視覚

障害者の支援のためばかりか、「読

み書き」が苦手な人々にも多いに

役立ちます。

　 講 演 は 充 実 し た も の で し た。

次々に教育関係者、ディスレクシ

ア当事者、ジャーナリスト、NPO

などの関係者が体験談や国内外の

支援事例を発表しました。ディス

レクシア当事者は本に書いてある

字に対面しても、ぼけたり、細か

い部分がくっついたり、別のもの

のように見えます。対応策として

は同じ文字でも色や大きさを替

えるなど、読みやすくすることで

す。個人個人の事情に合わせて、

設定できるDAISY図書が広がれ

ば、ディスレクシア当事者にすご

く支援になることは間違いありま

せん。ところが、日本では著作権

やその他の問題もあり、教科書を

DAISY化するのにも高い障壁が

あります。バリアフリー化の社会

となるためにも、早くこの障壁が

除かれ、DAISY図書が広く一般

に広がることを期待しながら、会

場を後にしました。

柴田章弘
シンポ
ジウム

発達障害の子どもの「ユニークさ」を
伸ばすテクノジー

　発達障害の子どもたちが普通の

学習を続けるのは簡単ではありま

せん。新しいテクノロジーを使え

ば、彼らの隠された能力を楽に引

き出すことができます。「できな

いこと」や「人と違うこと」があ

ると恥ずかしいという常識を転換

させ、21世紀の新しい価値観を持

てば、発達障害が障害ではなく、

ユニークな個性として受け入れら

れます。成人の発達障害の方にも

あてはまる内容なので、ぜひ一読

ください。

著　者：中邑　賢龍

出版社：中央法規出版株式会社

値　段：1,600円＋税
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　愛をはこぶ人キャンペーンは、
昨年より恒例となりました 2008
年キックオフ懇親会を 1月22日
に開催しました。12 名の方にご
参加いただき、今年も順調にス
タートを切りました。実行委員
長の上野先生を中心に、みなさま
活発にお話され、当初の予定を 2
時間もオーバーするほどの盛り上
がりを見せました。昨年にホテル
オークラ東京で開催されたマッケ

ンジー・ソープ作品展をお手伝い
された港区 LSA のおふたりも新
たに参加されました。今年からは
毎月 1回定例会を持って活発に
活動していきます。
　今年は秋にソープ氏の来日の実
現に向けて準備を進めるほか、学
習研究社の新社屋完成披露に伴う
企画としてワークショップ、ディ
スレクシア啓発講演会、子どもた
ちとソープ氏の絵画展やデイジー

のディスレクシアキャンペーンと
も協働する予定です。また東京、
横浜、九州地域ばかりでなく、そ
の他の地域でも絵画展と、それに
連動させた啓発活動や子どもたち
との交流活動を実現できればと考
えています。本年もみなさまのご
支援とご参加を心よりお待ちして
おります。

文責：藪　巧一

　東国原知事でにわかに元気に
なった宮崎県からお声掛けをいた
だき 3か所で港区の取り組みとLD
疑似体験によるワークショップを
行ってきました。
　まずは宮崎市の教育委員会。70
名もの学校関係者に対してお話をす
る機会をいただきました。司会の方の
「これから講演をはじめます。姿勢を
正して！」の一言がたいへん新鮮
でした。都心の学校ではこのよう
な経験はしたことがなかったので、
教師が日本の麗しい「礼」の範を示

すことの大切さを感じました。
　次の日はエッジの会員でもある
パワフル川越さん（吉野保育園）の
お声かけで保育園の関係者の方た
ちとのワークショップ。親の会の方
も来てくださいました。
　その次の日はもともと宮崎方面
へ行くきっかけとなった日向市に
おける「人権擁護週間」のイベント
へ参加。企画をした先生方との情
報交換もできました。
　痛感するのはそれぞれの地域でそ
れぞれの事情があっても、どうやっ

て発達障害の人たちへの対応を進め
ようかと模索を続ける姿です。
　教育や福祉と言った行政の枠を
超えて、地域の違いを超えて一人
一人の児童生徒のニーズに応える
具体的な政策と現場へ応援が必要
だと感じました。強く印象に残っ
たのは日南の暖かさと同じくらい
の地元の皆さんの温かさと熱い思
いです。宮崎の皆様ありがとうご
ざいました。ぜひ、夏にでも再訪
したいと思います。

文責：藤堂　栄子

宮 崎 紀 行


